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マトリックスレジンは， Bis-GMAを主剤とし， UDMAおよび 3Gを添加して 2 元および 3 元系
のものを用いた。光重合開始剤はカンファーキノン，還元剤はジメチノレアミノエチノレメタクリレート
で，各々マトリックスレジンに対して 0.1 wt%と 0.2wt 必の割合で添加した。 補強材には厚さ 0.2
mm , 318 タ /dの朱子織ガラスクロスを用いた。
プリプレグはガラスクロスにマトリックスレジンをテフロン枠内で含浸させて作製した。
曲げ強さ試験は， J 1 S K 7 2 0 3 IC準じて，インストロン万能試験機を用いて行った。試験片は，
プリプレグを可視光線発生装置 (Dentacolor -X S) 内で，上下両面から各々 2 分間光照射して作
製した。試験片形状は20 x40棚，厚さ1. 0 , 0 8 , 0.5 mmで，ガラスクロスは各厚さの試料に対して
最大 4 枚， 3 枚. 2 枚積層する乙とができた。
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距離(L)を測定し，反り角度 (O=sin -1 t /L )を求めて評価した。反り試験の試験片は，曲げ強さ
試験片の場合と同様の方法で作製した。











(1 )マトリックスレジンは，曲げ強さ，硬さ，ガラスクロスへの含浸性などを検討した結果， Bis-G 
MA/ UDMA/3 G=48/48/ 4 の割合で混合したものを用いる乙とにした。
(2) 厚さ1.0 ， 0.8 , 0.5 mm の FRP板に対し，ガラスクロスを最大枚数積層した場合，曲げ強さは各々
約50 kgf /ー伽 2 であった。乙の値は床用レジンの約 4倍である。 FRP板の吸水率は，床用レジンの







従来のレジン床義歯の約 1/2 の 0.8mmまで、薄肉化が可能となった。
(5) 試作したFRP床義歯の口蓋部の隙聞は約 0.35 術mで=あった。 適合性はマイクロ波重合したアクリ
jレレジン床義歯の場合と比較して， F R P床義歯の方が優れている。さらに，経時的な寸法変化カぢ〉







た結果， B is-GMA/UDMA/3Gヰ8/48/4 の割合で混合したものを採用した。強化材には厚さ 0.2
伽， 318 9' /rrlの朱子織のガラスクロスを用いた。ガラスクロスの枚数を変えて作製したFRP板の理工
学的性質について検討し，その結果をもとに光重合型FRP床義歯を作製して，適合性についても検討し
た。光重合型FRP床義歯は，プリプレグを光重合することにより 10分間でFRP床が作製でき，金属床
に比べて操作が容易で，時間短縮をはかることができた。また， F R P はアクリノレレジンの約 5 倍の強度
があり， FRP床義歯はレジン床義歯の約 1/2 まで薄床化が可能となった。適合性においては， F R P 
床義歯がアクリノレレジン床義歯と比べて優れていた。
本研究は，光重合型FRP床義歯の開発に関して，価値ある業績であると認める。よって本研究者は，
歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
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